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提出会社の経営指標等 

  

 
(注) １．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。 

２．売上高には消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載し

ておりません。 

４．当社は関連会社を有しておりませんので、持分法を適用した場合の投資利益を記載しておりません。 

５．従業員数は就業人員(当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。)で記載しておりま

す。 

  

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期累計期間
第37期

第２四半期会計期間
第36期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日

自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 (百万円) 59,878 30,071 129,028

経常利益 (百万円) 3,161 1,809 5,845

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,836 1,065 3,389

持分法を適用した 
場合の投資利益

(百万円) － － －

資本金 (百万円) ― 2,371 2,371

発行済株式総数 (株) ― 14,529,400 14,529,400

純資産額 (百万円) ― 29,931 29,056

総資産額 (百万円) ― 52,897 58,638

１株当たり純資産額 (円) ― 2,060.03 1,999.81

１株当たり四半期 
(当期)純利益

(円) 126.33 73.29 233.26

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 30.00 30.00 55.00

自己資本比率 (％) ― 56.6 49.6

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,152 ― 3,726

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 1,767 ― △ 3,511

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 404 ― △ 762

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 18,930 16,947

従業員数 (人) ― 1,017 1,057
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当第２四半期会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

平成20年9月30日現在 

 
(注) １．従業員数は就業人員(当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。)であり、臨時従業

員数（派遣社員等）は[ ]内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

２．満60歳定年制を採用しております。ただし、満60歳以降の雇用を希望する者のうち一定の基準を満たすもの

については、嘱託として期限を定めて採用しております。 

  

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

従業員数(人) 1,017 [2,016]
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当第２四半期会計期間における生産実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １．金額は、販売価額によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期会計期間における商品仕入実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期会計期間における受注実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．モバイルセールス事業の受注高及び受注残高には、携帯電話販売関連等は含まれておりません。 

  

第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

事業区分 金額(百万円)

モバイルセールス事業 107

モバイルサービス事業 6,656

合計 6,763

(2) 商品仕入実績

事業区分 金額（百万円）

モバイルセールス事業 15,645

モバイルサービス事業 1

合計 15,646

(3) 受注実績

事業区分 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

モバイルセールス事業 71 180

モバイルサービス事業 6,507 739

合計 6,578 919
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当第２四半期会計期間における販売実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとお

りであります。 

  

 
(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．平成20年７月１日付で、㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモと地域ドコモ８社は合併しております。 

  

平成20年７月１日付で㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ及び同社の子会社である地域ドコモ８社(北海道、

東北、東海、北陸、関西、中国、四国、九州)(以下「ドコモグループ各社」という)が、㈱エヌ・ティ・

ティ・ドコモを存続会社として合併したことに伴い、ドコモグループ各社と締結していた店舗運営及び移

動通信サービス加入に関する業務受託ならびに移動通信端末の売買に関する契約につき、同日付で㈱エ

ヌ・ティ・ティ・ドコモとの間で、全国各地域を包括する代理店契約として再締結しております。 

  

(1) 業績の状況 

当第２四半期会計期間の我が国経済は、サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危機や景気

の減速などにより、企業収益の先行きの不透明感が深まりました。また、個人消費も弱めの動きとなるな

ど、景気の下振れリスクがさらに強まりました。 

携帯電話販売市場は、端末販売価格の上昇や第三世代移動通信サービスへの加入比率増加に伴う移行需

要の減少、主要キャリアにおける解約率の低下等により、当第２四半期会計期間における端末販売台数が

前年同期比で約２割の減少となるなど低調に推移しました。 

このような事業環境のもと、当社は高機能端末への取替需要の積極的取り込みや販売チャネルの拡充を

行うとともに、経営効率の改善に取り組みました。 

この結果、当第２四半期会計期間の売上高は、モバイルセールス事業での携帯電話端末販売台数の減

少、モバイルサービス事業での携帯電話端末の保守サービス需要の増加や移動通信事業者向け基地局整備

の一巡による関連需要減少などにより、300億71百万円となりました。利益面では、携帯電話端末販売台

数の減少があったものの、経営効率の改善に努めたことや保守サービス需要の増加などにより、営業利益

は17億29百万円、経常利益は18億9百万円、四半期純利益については10億65百万円となりました。 

  

(4) 販売実績

事業区分 金額(百万円)

モバイルセールス事業 23,409

モバイルサービス事業 6,662

合計 30,071

相手先

当第２四半期会計期間

金額(百万円) 割合(％)

日本電気㈱ 5,985 19.9

㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ 8,066 26.8

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態及び経営成績の分析】
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(モバイルセールス事業） 

当第２四半期会計期間においては、分離プラン導入後に端末販売価格が上昇し、値ごろ感が薄れたこ

とや第三世代移動通信サービスへの移行需要が一巡したことなどから、ワンセグやＧＰＳ、音楽配信、

決済機能などに対応した高機能端末への取替需要はあったものの、携帯電話販売需要は低調に推移しま

した。 

このような状況のもと、高機能端末の拡販や販売チャネルの拡充に注力しましたが、販売台数は需要

減少の影響を受け、前年同期比で約２割減少の37万6千台となりました。 

この結果、売上高は234億9百万円となりました。営業利益については、販売台数の減少の影響を受

け、6億96百万円となりました。 

  

(モバイルサービス事業） 

当第２四半期会計期間においては、携帯電話端末の保守サービス需要の増加、事業者向けの基地局整

備関連の需要の減少などにより、売上高は66億62百万円となりました。営業利益については、経営効率

の改善、売上高の増加などにより、10億33百万円となりました。 

  

(2) 財政状態の状況 

当第２四半期末における資産合計は528億97百万円となり、前事業年度末に比べ57億41百万円減少しま

した。 

負債合計は229億66百万円と66億16百万円の減少、純資産合計は299億31百万円と8億75百万円の増加と

なりました。 

この結果、当第２四半期末における自己資本比率は56.6％となり、前事業年度末に比べ7ポイント改善

しました。 

  

営業活動によるキャッシュ・フローは、31億30百万円の収入となりました。 

これは、税引前四半期純利益を計上したことに加え、たな卸資産及び未収入金の減少などの資金増加要

因が、仕入債務及び未払費用の減少などの資金減少要因を上回ったことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、1億23百万円の支出となりました。 

これは、主に固定資産の取得による支出であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、15百万円の支出となりました。 

  

以上により、当第２四半期末における現金及び現金同等物は、前四半期末より29億91百万円増加し、

189億30百万円となりました。 

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期会計期間において当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な変更はあり

ません。 

  

(4) 研究開発活動 

記載すべき事項はありません。 
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当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した設備の新設や拡充等について、重要

な変更はありません。 

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等の計画はありません。 

  

  

第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

(2) 設備の新設、除却等の計画
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   該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。 

  

  

 
  

第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成20年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,529,400 同左
東京証券取引所
（市場第一部）

―

計 14,529,400 同左 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【ライツプランの内容】

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成20年７月１日～ 
平成20年９月30日

― 14,529,400 ― 2,371 ― 2,707
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平成20年９月30日現在 

 
(注) １．所有株式数は、いずれも千株未満を切り捨てて表示しております。 

２．平成20年７月７日付にて、バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社より、以下のとおり、平

 成20年６月30日現在、共同保有者２名で所有する当社株式についての大量保有報告書の変更報告書が関東財 

 務局に提出されておりますが、当社として当第２四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりま 

 せん。 

  なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。 

 
  

(5) 【大株主の状況】

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

日本電気株式会社 東京都港区芝五丁目７番１号 7,410 51.00

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 714 4.92

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 635 4.38

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４Ｇ）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 349 2.40

メロン バンク エヌエー ト
リーテイー クライアント オ
ムニバス 
（常任代理人 株式会社三菱東
京ＵＦＪ銀行決済事業部） 

ONE  MELLON  BANK  CENTER,  PITTSBURGH, 
PENNSYLVANIA 
（東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）

300 2.06

ＮＥＣモバイリング従業員持株
会

神奈川県横浜市港北区新横浜二丁目４番18号 219 1.51

ジェーピー モルガン チェー
ス バンク ３８５１２３ 
（常任代理人 株式会社みずほ
コーポレート銀行兜町証券決済
業務室）

JPMORGAN, 125 LONDON WALL, LONDON
（東京都中央区日本橋兜町６番７号）

161 1.11

資産管理サービス信託銀行株式
会社（証券投資信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 晴海アイ
ランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟

127 0.88

ゴールドマン・サックス・イン
ターナショナル 
（常任代理人 ゴールドマン・
サックス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U.K
（東京都港区六本木六丁目10番１号 六本木
ヒルズ 森タワー）

102 0.70

ジェーピーエムシーエヌエイア
イティーエスロンドンクライア
ンツアカウントモルガンスタン
レイアンドカンパニーインター
ナショナル 
（常任代理人 株式会社みずほ
コーポレート銀行兜町証券決済
業務室）

25. CABOT SQUARE, LONDON E14 4QA, UNITED 
KINGDOM 
（東京都中央区日本橋兜町６番７号）

88 0.61

計 ― 10,108 69.57

氏名又は名称 住所
所有株式数 

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

バークレイズ・グローバル・インベス
ターズ株式会社

東京都渋谷区広尾一丁目１番39号 500,100 3.44

バークレイズ・グローバル・インベス
ターズ、エヌ・エイ  
（Barclays Global Investors,N.A.)

米国 カリフォルニア州 サンフラ
ンシスコ市 ハワード・ストリート
400

250,100 1.72

計 ― 750,200 5.16
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平成20年９月30日現在 

 
  

平成20年９月30日現在 

 
  

  

 
(注) 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであり

ます。 

  

 
（注）長島優氏は、平成20年10月１日付で執行役員に就任したことにより、会社法第２条第15号に定める社外取締役

の要件を満たさなくなりました。 

  

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,528,600
145,286 ―

単元未満株式
普通株式

800
― ―

発行済株式総数 14,529,400 ― ―

総株主の議決権 ― 145,286 ―

② 【自己株式等】

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年 
 ４月  ５月

  
 ６月  ７月  ８月  ９月

最高(円) 1,536 1,809 1,899 1,900 1,900 1,700

最低(円) 1,368 1,483 1,682 1,700 1,553 1,310

３ 【役員の状況】

 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 執行役員 取締役 － 長 島  優 平成20年10月１日
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当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号。)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に

係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。 

  

当社は、上海モバイリング社(上海慕百霖通信有限公司)を子会社として有しておりますが、「四半期連

結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、当

該子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 

なお、資産基準、売上高基準、利益基準、利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。 

 資産基準       0.5％ 

 売上高基準      0.0％ 

 利益基準      △1.0％ 

 利益剰余金基準   △0.1％ 

  

第５ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について

３ 四半期連結財務諸表について
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１ 【四半期財務諸表】
(1) 【四半期貸借対照表】

（単位：百万円） 

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 12,931 10,948 

受取手形及び売掛金 12,538 15,592 

有価証券 998 999 

商品 3,033 3,796 

半製品 9 2 

原材料 402 365 

仕掛品 693 461 

未収入金 5,083 9,111 

関係会社預け金 5,001 5,000 

その他 1,353 1,259 

貸倒引当金 △4 △5 

流動資産合計 42,037 47,528 

固定資産 

有形固定資産 ※1 1,448 ※1 1,356 

無形固定資産 1,071 1,158 

投資その他の資産 ※2 8,341 ※2 8,596 

固定資産合計 10,860 11,110 

資産合計 52,897 58,638 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 9,131 11,632 

未払法人税等 1,399 1,174 

未払費用 7,385 10,867 

その他 1,277 2,272 

流動負債合計 19,192 25,945 

固定負債 

退職給付引当金 3,438 3,383 

その他 336 254 

固定負債合計 3,774 3,637 

負債合計 22,966 29,582 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,371 2,371 

資本剰余金 2,707 2,707 

利益剰余金 25,573 24,137 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 30,651 29,215 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △720 △159 

評価・換算差額等合計 △720 △159 

純資産合計 29,931 29,056 

負債純資産合計 52,897 58,638 
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(2) 【四半期損益計算書】
 【第２四半期累計期間】

（単位：百万円） 

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 59,878 

売上原価 53,052 

売上総利益 6,826 

販売費及び一般管理費 ※ 3,828 

営業利益 2,998 

営業外収益 

受取利息 39 

受取配当金 143 

雑収入 6 

営業外収益合計 188 

営業外費用 

支払利息 1 

固定資産廃棄損 19 

雑支出 5 

営業外費用合計 25 

経常利益 3,161 

特別利益 

移転補償金 60 

特別利益合計 60 

税引前四半期純利益 3,221 

法人税等 1,385 

四半期純利益 1,836 
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 【第２四半期会計期間】
（単位：百万円） 

当第２四半期会計期間 
(自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 30,071 

売上原価 26,438 

売上総利益 3,633 

販売費及び一般管理費 ※ 1,904 

営業利益 1,729 

営業外収益 

受取利息 26 

受取配当金 69 

雑収入 0 

営業外収益合計 95 

営業外費用 

支払利息 1 

固定資産廃棄損 10 

雑支出 4 

営業外費用合計 15 

経常利益 1,809 

特別利益 

移転補償金 60 

特別利益合計 60 

税引前四半期純利益 1,869 

法人税等 804 

四半期純利益 1,065 
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円） 

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税引前四半期純利益 3,221 

減価償却費 334 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 

受取利息及び受取配当金 △182 

支払利息 1 

為替差損益（△は益） △2 

固定資産廃棄損 19 

売上債権の増減額（△は増加） 3,054 

たな卸資産の増減額（△は増加） 487 

未収入金の増減額（△は増加） 4,028 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,492 

未払費用の増減額（△は減少） △3,483 

未払消費税等の増減額（△は減少） 43 

預り金の増減額（△は減少） △59 

その他 119 

小計 5,136 

利息及び配当金の受取額 182 

利息の支払額 △1 

法人税等の支払額 △1,165 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,152 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △202 

無形固定資産の取得による支出 △126 

投資有価証券の取得による支出 △1,227 

その他 △212 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,767 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

配当金の支払額 △399 

リース債務の返済による支出 △5 

自己株式の取得による支出 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △404 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,983 

現金及び現金同等物の期首残高 16,947 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 18,930 
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当第２四半期累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

 
  

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会

平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を第１四半期会計期間

から適用し、評価基準については、主に低価法から原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

これによる当第２四半期累計期間の損益に与える影響はありま

せん。

(2) リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成

５年６月17日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準第13

号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業

会計基準適用指針第16号)を第１四半期会計期間から早期に適用

し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理から通常の売買取引に

かかる方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上し

ております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数

とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理を引き続き採用しております。

これによる当第２四半期累計期間の損益に与える影響は軽微で

あります。

【簡便な会計処理】

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日)

前事業年度末 
(平成20年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は1,447百万円で

あります。

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 52百万円

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は1,348百万円で

あります。

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 38百万円

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当 1,230百万円

従業員賞与 383 〃

退職給付費用 112 〃

福利厚生費 221 〃

賃借料 382 〃

減価償却費 181 〃

業務委託費 508 〃

貸倒引当金繰入額 13 〃

第２四半期会計期間

当第２四半期会計期間 
(自 平成20年７月１日  
  至 平成20年９月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当 609百万円

従業員賞与 193 〃

退職給付費用 56 〃

福利厚生費 112 〃

賃借料 197 〃

減価償却費 92 〃

業務委託費 259 〃

貸倒引当金繰入額 12 〃
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当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自 平成20年４月１日 至 平

成20年９月30日) 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  

 (2) 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末

後となるもの 

 
  

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 12,931百万円

有価証券勘定  998 〃

関係会社預け金勘定  5,001 〃

現金及び現金同等物 18,930百万円

(株主資本等関係)

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(千株) 14,529

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(千株) 0

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月14日 
取締役会

普通株式 400 27.50 平成20年３月31日 平成20年６月２日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月29日 
取締役会

普通株式 436 30.00 平成20年９月30日 平成20年12月１日 利益剰余金
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１ １株当たり純資産額 

  

 
(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

  

 
  

２ １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 

  

 
(注) １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
  

平成20年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ) 中間配当による配当金の総額              436百万円 

(ロ) １株当たりの金額                   30円00銭 

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日     平成20年12月１日 

(注) 平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行な

います。 

  

(１株当たり情報)

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日)

前事業年度末 
(平成20年３月31日)

2,060.03円 1,999.81円

項目
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 29,931 29,056

普通株式に係る純資産額(百万円) 29,931 29,056

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(千株)

14,529 14,529

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日  
  至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間 
(自 平成20年７月１日  
  至 平成20年９月30日)

 
１株当たり四半期純利益 126.33円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

 
１株当たり四半期純利益 73.29円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。 
 

項目
当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日 
  至 平成20年９月30日)

四半期純利益(百万円) 1,836 1,065

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,836 1,065

期中平均株式数(千株) 14,529 14,529

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
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平成20年11月11日

ＮＥＣモバイリング株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮ

ＥＣモバイリング株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第37期事業年度の第２四半期会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キ

ャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＥＣモバイリング株式会社の平成20年９月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四

半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  福    田    秀    敏   印

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  田 名 部    雅    文  印

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  栗    田       渉     印

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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